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小関　祥子杉浦　司美

◆
妻
木
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て

　
事
業
認
可
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
事
業

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
。

　

平
成
元
年
に
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、

平
成
23
年
に
組
合
の
設
立
認
可
が
さ
れ
た
。

事
業
計
画
は
、
施
工
面
積
14
・
４
ha
、
総

事
業
費
約
24
億
円
、
減
歩
率
は
36
・
85
％
、

事
業
期
間
は
平
成
23
年
11
月
か
ら
31
年
３

月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　
27
年
度
末
の
見
込
み
で
、
事
業
費
ベ
ー

ス
で
38
・
７
％
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
妻
木
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
構
想
、
具

体
的
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
区
域
の
中
央
を
南
北
方
向
に
都
市
計
画

道
路
妻
木
線
が
整
備
さ
れ
る
の
で
、
民
間

投
資
が
積
極
的
に
促
進
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い

が
発
生
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

　
例
え
ば
防
犯
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
か
、

特
徴
づ
け
る
構
想
は
な
い
の
か
。

　
行
政
が
一
番
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
道
路
や
公
園
、
上
下
水
道
等
の
基

盤
整
備
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
面
は
、
住
民
の

み
な
さ
ん
が
進
む
方
向
を
示
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
そ
の
中
で
行
政
が
色
々
な
形
で

支
援
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◆
市
内
の
戦
没
者
慰
霊
碑
の
合
祀
に
つ

い
て

　
市
内
慰
霊
碑
の
設
置
状
況
と
そ
の
管
理

に
つ
い
て
。

　
市
内
に
は
、
全
部
で
26
基
の
慰
霊
碑
が

建
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
維
持
管
理
は
一

部
を
除
い
て
遺
族
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
。

　
維
持
管
理
を
さ
れ
て
み
え
る
遺
族
会
の

皆
さ
ん
の
高
齢
化
、
経
年
劣
化
等
に
よ
る

倒
壊
の
危
険
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
慰
霊
碑
は
建
立
さ
れ
た
方
の
所
有
に
属

す
る
も
の
で
、
基
本
的
に
は
所
有
者
に
維

持
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
る
。

　
一
つ
の
案
と
し
て
、妻
木
南
部
土
地
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
公
園
整
備
に
合
わ
せ
、そ

の
区
画
に
市
内
の
慰
霊
碑
を
移
設
ま
た
は
、

合
祀
し
て
建
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
区
画
整
理
で
計
画
さ
れ
て
い
る
公
園
は
、

都
市
公
園
法
に
基
づ
く
公
園
で
あ
り
、
設

置
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

　
合
祀
を
含
め
市
と
し
て
支
援
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

　
市
と
し
て
も
何
ら
か
の
形
で
支
援
は
し

な
け
れ
ば
と
い
う
考
え
は
あ
る
が
、税
金
を

使
う
以
上
、必
要
性
も
考
え
な
が
ら
、多
様

な
意
見
を
集
約
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

小関　祥子小栗　恒雄

　
近
年
の
我
が
国
は
、
貧
富
の
格
差
が
広

が
っ
て
お
り
、
教
育
費
の
増
大
と
も
相
ま

っ
て
、
親
の
経
済
力
や
家
庭
環
境
な
ど
、

子
供
の
生
活
格
差
が
そ
の
ま
ま
教
育
格
差

に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
年
収
の
低
い

家
庭
の
子
供
は
、
高
校
や
大
学
へ
進
学
で

き
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
土
岐
市
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の

か
ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
校
に
通
う
子
供
た
ち
が
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
就
学
が
で
き
な

い
こ
と
、
そ
れ
か
ら
上
級
学
校
へ
の
進
学

に
困
難
を
来
す
２
点
が
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
捉
え
て
お
り
ま
す
。
１
点
目
の
ス
ム
ー

ズ
な
就
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
に
小
中

学
生
に
関
し
て
は
、
経
済
的
な
家
庭
に
対

し
て
一
定
の
基
準
を
設
け
、
学
用
品
や
修

学
旅
行
費
、
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
要

保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
・
生
徒
援
助
費

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
も
う
１
点
の
進
学

に
対
す
る
困
難
を
解
消
す
る
支
援
と
し
ま

し
て
、
高
校
生
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た

土
岐
市
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、
毎

年
60
人
か
ら
70
人
程
度
の
学
生
が
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
奨
学
金
は
返
済
の
義
務
は
な
く
、

学
費
の
支
弁
が
困
難
な
家
庭
状
況
で
あ
っ

て
も
進
学
を
諦
め
る
こ
と
な
く
、
学
生
生

活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本

育
英
会
、
東
濃
信
用
金
庫
育
英
会
、
田
口

育
英
会
な
ど
各
種
団
体
か
ら
の
奨
学
金
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
、
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
各
家
庭
へ
情
報
を
伝
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
土
岐
市
の
支
援
制
度
で
は
十
分
と
い
え

ず
、
本
当
に
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
は
大

学
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
各
種
団
体
か
ら
の
奨
学
金
制
度
の
奨

学
金
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
奨

学
金
は
借
金
で
す
よ
ね
、
そ
の
借
金
が
返

せ
な
い
と
い
っ
た
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
少
な
く
と
も
子
供
が
社

会
に
出
る
時
に
は
、
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
か
ら
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

と
こ
ろ
を
ど
う
考
え
て
お
み
え
で
す
か
。

　
確
か
に
大
学
進
学
を
す
る
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
と
い
う
こ

と
で
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
当
該
の
大

学
で
も
こ
う
し
た
家
庭
に
支
援
す
る
よ
う

な
制
度
も
あ
る
よ
う
に
承
知
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
う
し
た
制
度
を
利
用
し
て
進

学
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
把
握
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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小関　祥子水野　哲男

◆
鳥
獣
害
対
策
と
捕
獲
獣
肉（
ジ
ビ
エ
）

の
利
活
用
に
つ
い
て

　
土
岐
市
内
の
被
害
額
に
つ
い
て
。

　
総
額
で
１
２
０
万
円
。
こ
の
内
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
が
96
万
９
千
円
と
約
８

割
を
占
め
て
い
る
。
他
に
は
カ
ラ
ス
、
ヒ

ヨ
ド
リ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
被
害
で
あ
る
。

　
鳥
獣
の
捕
獲
状
況
に
つ
い
て
。

　
平
成
26
年
度
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数

は
２
５
２
頭
で
、
町
ご
と
の
内
訳
は
土
岐

津
２
頭
、
下
石
４
頭
、
妻
木
38
頭
、
鶴
里

87
頭
、
曽
木
68
頭
、
駄
知
19
頭
、
肥
田
７

頭
、
泉
27
頭
で
あ
る
。
27
年
度
（
２
月
19

日
現
在
）
の
捕
獲
頭
数
は
、
２
７
５
頭
で
、

町
ご
と
で
は
、
土
岐
津
10
頭
、
下
石
５
頭
、

妻
木
33
頭
、
鶴
里
１
２
４
頭
、
曽
木
75
頭
、

駄
知
４
頭
、
肥
田
３
頭
、
泉
21
頭
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
鳥
獣
で
は
、
26
年
度
・
27
年

度
で
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
８
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ

36
頭
を
捕
獲
し
て
い
る
。

　
捕
獲
報
償
金
の
増
額
に
つ
い
て
。

　
近
隣
の
市
と
の
調
整
に
よ
っ
て
現
在
の

額
（
８
千
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
市
で
の
有
害
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
増
加
し
た
要
因
の
一

つ
に
は
、
住
み
家
と
な
る
耕
作
放
棄
地
や

農
地
周
辺
の
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
草

地
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

多
面
的
機
能
支
払
事
業
な
ど
の
制
度
を
活

用
し
、
地
域
の
方
々
に
よ
り
農
道
や
水
路
、

耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
や
、
営
農
の
継
続

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
抑
制
な
ど
の
環
境

を
整
備
す
る
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
ジ
ビ
エ
の
利
活
用
に
つ
い
て
。

　
現
在
、
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
は
、

一
部
は
狩
猟
者
自
身
に
よ
り
自
家
消
費
さ

れ
て
い
る
が
、
大
半
は
廃
棄
処
分
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
県
で
は
、
ぎ
ふ
ジ

ビ
エ
登
録
制
度
を
創
設
し
、
ジ
ビ
エ
の
需

要
と
供
給
の
拡
大
に
向
け
た
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
市
で
は
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、
県
の
事
業
展
開
の
情
報

の
収
集
と
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◆
土
岐
市
の
下
水
道
に
つ
い
て

　
下
水
道
普
及
率
に
つ
い
て
。

　

平
成
27
年
３
月
末
で
、
公
共
下
水
道

83
・
９
％
、
農
業
集
落
排
水
施
設
１
・
０

％
、
合
併
処
理
浄
化
槽
８
・
０
％
で
、
全

体
で
92
・
９
％
で
あ
る
。

　
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

　
岐
阜
県
汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想
で
は
、

中
間
目
標
を
平
成
37
年
と
定
め
、
県
全
体

の
目
標
値
を
95
％
以
上
、
土
岐
市
は
96
・

１
％
と
し
て
い
る
。

小関　祥子小関　篤司

◆
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　
認
定
こ
ど
も
園
の
進
捗
状
況
は
。

　
泉
地
区
は
、
耐
震
性
不
足
の
み
つ
ば
保

育
園
を
耐
震
補
強
実
施
、
い
ず
み
保
育
園

は
今
後
対
策
を
考
え
る
。
下
石
地
区
は
、

平
成
28
年
度
に
基
本
設
計
等
の
予
算
計
上

中
で
、
３
園
を
統
合
す
る
。

　
使
用
料
は
ど
こ
で
検
討
す
る
の
か
。

　
幼
稚
園
部
の
５
歳
延
長
保
育
の
給
食
費
、

延
長
料
金
を
総
合
的
に
判
断
し
、子
ど
も・

子
育
て
会
議
で
議
を
経
る
。

　
集
団
登
園
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
保
護
者
の
方
が
登
下
園
の
付
添
い
を
し

て
頂
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
の
類
型
は
ど
う
か
。

　
土
岐
市
で
は
、
幼
保
連
携
型
が
最
も
適

し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
岐
阜
県
内
で
大
規
模
園
は
殆
ど
少
な
い
、

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
作
り
を
」
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
ど
う
か
。

　
県
外
で
は
あ
る
が
、
定
員
４
６
０
人
の

園
な
ど
を
視
察
。
大
規
模
で
も
子
ど
も
に

目
が
届
か
な
い
こ
と
は
全
く
な
い
。

　
近
隣
の
多
治
見
、
瑞
浪
の
状
況
は
。

　
瑞
浪
市
は
以
前
か
ら
特
区
で「
幼
児
園
」

を
運
営
し
て
い
て
変
わ
ら
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
多
治
見
市
は
喫
緊
に
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
す
る
情
報
は
な
い
。

　
保
育
短
時
間
の
方
、
就
労
60
時
間
以
上

１
２
０
時
間
未
満
で
も
、
状
況
に
よ
っ
て

は
早
朝
や
長
時
間
保
育
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
。

　
個
別
具
体
的
に
対
応
す
る
。

　
職
員
の
待
遇
を
良
く
す
る
考
え
は
。

　
担
任
の
時
間
等
が
延
び
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
幼
稚
園
、
保
育
園
で
人
事
交
流
を

図
っ
て
い
る
。
認
定
こ
ど
も
園
の
教
諭
を

理
由
に
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
土
岐
市
で
重
度
心
身
障
害
児
を
受
け
入

れ
て
い
る
施
設
は
あ
り
ま
す
か
。

　
現
在
４
つ
あ
る
中
の
１
ヵ
所
で
す
。

　
事
業
所
ご
と
の
質
の
開
き
を
解
消
す
る

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
実
施
は
。

　
市
は
直
接
指
導
の
権
限
が
な
い
。

県
は
昨
年
９
月
に
集
団
指
導
を
実
施
。
土

岐
市
で
は
担
当
職
員
が
出
向
い
て
、
事
業

実
施
状
況
の
確
認
を
し
て
い
る
。

◆
雇
用
促
進
住
宅
に
つ
い
て

　

住
宅
を
失
う
住
民
不
安
に
応
え
る
為
、

杉
焼
宿
舎
を
購
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
購
入
し
な
い
方
向
に
変
更
は
な
い
。

　
廃
止
で
追
い
出
さ
れ
た
方
は
、
優
先
で

市
営
住
宅
へ
入
居
で
き
る
の
か
。

　
廃
止
に
伴
う
退
居
者
で
特
に
困
窮
度
の

高
い
方
は
、
優
先
的
に
対
応
し
て
い
る
。
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小関　祥子和田　悦子

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
地
域
ケ
ア
会
議
・
地
域
ケ
ア
連
絡
会
議

の
成
果
は
出
て
い
る
の
か
。

　
高
齢
者
の
実
態
把
握
や
課
題
解
決
の
た

め
の
意
見
交
換
、
情
報
共
有
を
行
う
中
で

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て

多
職
種
の
協
働
に
よ
り
地
域
包
括
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
で
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
28
年
度
予
算
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
増
設
を
２
か
所
計
画
さ
れ
て
い
る
が

そ
れ
は
ど
こ
の
地
域
な
の
か
。

　
下
石
、
妻
木
、
鶴
里
を
受
け
持
ち
区
と

し
た
西
部
地
域
と
駄
知
、
曽
木
を
受
け
持

ち
の
区
域
と
す
る
東
部
地
域
で
計
画
し
て

い
る
。

◆
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
今
後
、
介
護
給
付
も
増
え
て
く
る
と
介

護
保
険
料
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
が
、
そ

の
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
高
齢
人
口
の
増
加
に
と
も
な
い
介
護
保

険
料
が
高
く
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

介
護
予
防
事
業
の
拡
充
と
介
護
給
付
の
適

正
化
が
対
策
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

◆
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
行
バ
ス
に
つ
い
て

　
28
年
度
予
算
に
市
民
バ
ス
活
性
化
総
合

再
生
事
業
と
し
て
公
共
交
通
の
充
実
を
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
土
岐
市
駅
か
ら
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
行
の
昼
間
の
市
民
バ
ス
の
運
行

を
提
案
す
る
。
公
共
交
通
活
性
化
再
生
総

合
事
業
費
補
助
金
は
使
え
な
い
か
。

　

平
成
25
年
９
月
ま
で
は
平
日
は
９
便
、

土
日
祝
日
は
14
便
が
運
行
し
て
い
た
が
乗

客
数
が
非
常
に
少
な
い
状
況
で
、
維
持
が

困
難
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
路
線
バ
ス
と

競
合
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
市
民
バ
ス

を
走
ら
せ
る
の
は
困
難
。
補
助
金
は
市
内

で
完
結
す
る
バ
ス
で
は
な
く
、
圏
域
を
ま

た
ぐ
バ
ス
し
か
使
え
な
い
。

◆
期
日
前
投
票
所
を
商
業
施
設
に
開
設

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
夏
の
参
議
院
選
挙
は
戦
後
70
年
も
平
和

が
続
い
た
日
本
の
国
の
方
向
を
大
き
く
左

右
す
る
と
て
も
大
事
な
選
挙
だ
と
思
う
。

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
買
い
物
つ

い
で
に
気
軽
に
投
票
が
で
き
る
商
業
施
設

に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

　
商
業
施
設
の
投
票
所
に
つ
い
て
は
二
重

投
票
を
防
ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
整
備
や
シ

ス
テ
ム
が
停
止
し
た
場
合
の
対
策
な
ど
課

題
が
あ
る
。
選
挙
で
一
番
大
事
な
の
は
、

正
確
性
の
確
保
だ
と
考
え
る
の
で
、
商
業

施
設
で
の
投
票
所
開
設
は
今
後
の
研
究
課

題
と
い
う
こ
と
で
即
座
の
導
入
に
は
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。
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◆
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
三
世
代
同
居
・
近
居
者
世
帯
定
住
奨
励

金
交
付
事
業
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
子
育

て
支
援
や
家
庭
環
境
の
充
実
、
高
齢
者
の

安
全
安
心
で
き
る
生
活
確
保
、
地
域
文
化

の
伝
承
と
家
庭
機
能
の
強
化
を
図
り
、
移

住
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す
。
住
宅
の

増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
、
新
築
・
中
古
住

宅
を
取
得
す
る
者
で
奨
励
金
額
は
、
対
象

費
用
の
２
分
の
１
で
最
大
25
万
円
を
奨
励

金
は
商
品
券
で
交
付
し
、
市
内
の
商
店
街

の
商
品
券
で
ま
ち
が
潤
う
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
及
び
こ
れ
か
ら
の
超
少
子
化
・

高
齢
化
へ
向
け
た
施
策
で
あ
り
、国
も「
３

世
代
同
居
」
に
対
応
す
る
住
宅
・
改
修
費

に
１
５
０
万
円
の
補
助
金
を
出
す
新
制
度

で
あ
る
。

　
２
世
帯
が
一
緒
に
住
め
ば
金
銭
的
に
も

楽
に
な
る
、
経
済
的
理
由
で
３
世
帯
に
な

っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
逆
だ
と
思
う
、

３
世
代
同
居
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
う
が
、
制
度
と
し
て
履
行
さ
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
把
握
が
難
し
い
、
商

品
券
で
同
居
を
し
た
が
る
人
が
い
る
か
ど

う
か
、
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
３
世
代
が

同
居
さ
れ
る
方
が
恩
恵
を
こ
う
む
る
制
度

と
思
う
。
瑞
浪
市
の
実
績
を
見
て
す
ば
ら

し
い
制
度
で
あ
れ
ば
実
施
し
、
他
市
の
動

向
を
見
た
い
。

◆
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

病
院
経
営
改
革
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
国
が
進
め
る
医
療
制
度
改
革
「
地
域
医

療
構
想
」「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」

と
新
改
革
プ
ラ
ン
の
整
合
性
を
重
視
し
、

新
し
い
改
革
を
進
め
る
と
い
う
視
点
か
ら
、

経
営
上
の
問
題
点
・
課
題
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

　
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を

設
置
し
、
現
状
分
析
を
踏
ま
え
今
後
の
在

り
方
、
方
向
性
を
見
出
し
、
県
が
策
定
す

る
地
域
医
療
構
想
と
も
整
合
的
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
速
や
か
に

修
正
し
て
い
く
な
か
、
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
・
経
営
状
態
の
見
直
し
、
抜
本
的
な

こ
と
に
踏
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
ほ
か

の
病
院
と
の
統
合
と
か
役
割
分
担
は
市
単

独
で
は
非
常
に
難
し
い
、
例
え
ば
指
定
管

理
に
し
て
民
間
に
お
願
い
す
る
に
も
、
調

査
研
究
を
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定
し

て
、
柔
軟
な
対
応
を
し
プ
ラ
ン
の
策
定
に

あ
た
る
。
最
大
の
課
題
は
常
勤
医
の
減
少

で
、
こ
こ
数
年
で
最
も
経
営
状
態
が
良
か

っ
た
24
年
度
は
38
名
、
26
年
度
30
名
、
現

在
32
名
で
徐
々
に
上
向
い
て
い
る
が
、
医

師
不
足
の
解
消
が
最
大
の
課
題
で
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
年
内
に
行
う
。


